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１ ２０１４年３月期 決算の概要１．２０１４年３月期 決算の概要

2



１）業績 イライト

１．２０１４年１．２０１４年３月期決算の概要３月期決算の概要

１）業績ハイライト
（単位：百万円・％）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率 増減理由

営 業 収 益 １８４，４１２ １９７，４９５ １３，０８３ ７．１

●営業収益

関西国際空港利用客の増加に加え、消
費税増税に伴う先買い需要もあり、運
輸業において増収となったほか、その
他の事業を除く各セグメントにおいても他の事業を除く各セグメントにおいても
増収

●営業利益

増収に伴う増益
営 業 利 益 ２１，９７３ ２３，０６２ １，０８８ ５．０

増収に伴う増益

●経常利益

営業増益に加え、支払利息の減少が

寄与し増益寄与し増益

●当期純利益

経常増益に加え、特別損益の改善もあ
り増益

経 常 利 益 １５，４７４ １６，８９９ １，４２４ ９．２

り増益

当 期 純 利 益 ７，５１８ ９，６１５ ２，０９６ ２７．９
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１．２０１４年１．２０１４年３月期決算の概要３月期決算の概要

２）資産 負債及び純資産の状況２）資産、負債及び純資産の状況
（単位：百万円）

2013年3月末 2014年3月末 増減額 増減理由

流 動 資 産 ８７，１７１ ８０，４０６ △６，７６４
●流動資産

譲渡性預金の減少

●固定資産固 定 資 産 ６９４，４１８ ７０１，２６５ ６，８４６

減価償却の進捗があったものの、連続立体交差化
工事の進捗による建設仮勘定の増加や、保有上場
株式の株価上昇による投資有価証券の増加による
増加

資 産 合 計 ７８１，５８９ ７８１，６７１ ８２

●負債

借入金及び社債の減少

●純資産

負 債 合 計 ６３８，４１３ ６２９，６３１ △８，７８１

●純資産

剰余金の配当による減少があったものの、当期純利
益の計上や、その他有価証券評価差額金の増加に
よる増加

純 資 産 １４３，１７６ １５２，０３９ ８，８６３

負 債 純 資 産 合 計 ７８１ ５８９ ７８１ ６７１ ８２負 債 純 資 産 合 計 ７８１，５８９ ７８１，６７１ ８２

有 利 子 負 債 残 高 ４６９，６９９ ４５２，７６６ △１６，９３３ 社債の償還等による減少
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１．２０１４年１．２０１４年３月期決算の概要３月期決算の概要

３）キ シ フロ の状況

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減理由

３）キャッシュ・フローの状況
（単位：百万円）

営 業 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
３７，３３２ ２７，４５９ △９，８７３

●営業活動によるキャッシュ・フロー

売上債権の増加等による収入の減少

●投資活動によるキャッシュ・フロー

敷金及び保証金の回収が減少したことや、連結の範
投 資 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ
△１５，７１９ △１７，６７５ △１，９５６ 敷金及び保証金の回収が減少した とや、連結の範

囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出が増
加したこと等による支出の増加

●財務活動によるキャッシュ・フロー

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る
社債の発行による収入がなかったこと等による支出
の増加

財 務 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
△１３，５９２ △１９，７７９ △６，１８７

現 金 及 び 現 金

同等物の期末残高
２６，９５５ １６，９５９ △９，９９６
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２ セグメント別の状況（２０１４年３月期）２．セグメント別の状況（２０１４年３月期）
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セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （（２０１４年２０１４年３月末現在）３月末現在）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

【連結子会社５７社・非連結子会社１１社・関連会社７社（うち持分法適用会社２社）】

セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （（２０１４年２０１４年３月末現在）３月末現在）

増減（対 ２０１３年３月末現在）

連結子会社の増加 ４社：株式会社日本エコプランニングサービス 株式会社京阪電気商会

運輸業 不動産業 流通業 ﾚｼﾞ ｻ ﾋﾞｽ業 建設業 その他の事業

連結子会社の増加 ４社：株式会社日本エコプランニングサービス、株式会社京阪電気商会、

株式会社クラカタ商事、太陽ビルサービス株式会社

関連会社の増加 １社：ＰＴ．ＮＩＳＳＥＮＫＥＮ ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

持分法適用関連会社の減少 １社：株式会社ステーションパーキング岸和田

運輸業

（３２社）

不動産業

（３社）

流通業

（８社）

ﾚｼ ｬｰ･ｻｰﾋ ｽ業
（２６社）

建設業

（６社）

その他の事業

（４社）

営業収益 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

※当社は複数セグメントに重複して含まれております。

営業収益 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

建設

その他
17

（0.8%）

流通

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
14

（6.3%）

建設
9

（3.9%）

運輸
123

（53 5%）

運輸
876

（39.3%）ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
351

438
（19.6%）

不動産

流通
24

（10.7%） その他
1

（0.6%）

（53.5%）

不動産
270

（12.1%）

流通
276

（12.4%）

（15.8%）
不動産

57
（25.0%）
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１）セグメント別営業収益

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率

１）セグメント別営業収益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 ８６，０９７ ８７，６６９ １，５７２ １．８

不 動 産 業 ２５ ０２３ ２７ ０４６ ２ ０２３ ８ １不 動 産 業 ２５，０２３ ２７，０４６ ２，０２３ ８．１

流 通 業 ２５，９７８ ２７，６７２ １，６９３ ６．５

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 ３３，９４０ ３５，１５５ １，２１５ ３．６

建 設 業 ３９，２８０ ４３，８３９ ４，５５８ １１．６

そ の 他 の 事 業 １，８０１ １，７４６ △５５ △３．１

調 整 額 △２７ ７１０ △２５ ６３５調 整 額 △２７，７１０ △２５，６３５

合 計 １８４，４１２ １９７，４９５ １３，０８３ ７．１
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２）セグメント別営業利益

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率

２）セグメント別営業利益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 １１，８９６ １２，３７４ ４７８ ４．０

不 動 産 業 ５ ７１５ ５ ７８８ ７２ １ ３不 動 産 業 ５，７１５ ５，７８８ ７２ １．３

流 通 業 ２，７９５ ２，４７４ △３２１ △１１．５

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 ９６２ １，４５０ ４８８ ５０．８

建 設 業 ８７５ ９１２ ３７ ４．３

そ の 他 の 事 業 １３１ １３１ ０ ０．３

調 整 額 △４０１ △６９調 整 額 △４０１ △６９

合 計 ２１，９７３ ２３，０６２ １，０８８ ５．０
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３）運輸業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率 増減理由

３）運輸業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

鉄 道 事 業 ５５，２２３ ５６，１８０ ９５７ １．７ ●鉄道事業

関西国際空港利用客の増加に加え、
消費税増税に伴う先買い需要による
増収

軌 道 事 業 １，４２４ １，４４９ ２４ １．８

バ 事 業
●バス事業

契約輸送収入の増加等による増収

●車両整備業

バ ス 事 業 ２５，３９３ ２５，６４８ ２５５ １．０

海 運 業 １，８７７ １，８８７ ９ ０．５

貨 物 運 送 業 ３ ６６８ ３ ８３２ １６３ ４ ５ ●車両整備業

整備収入の増加による増収

貨 物 運 送 業 ３，６６８ ３，８３２ １６３ ４．５

車 両 整 備 業 ４，６９４ ４，９８５ ２９１ ６．２

調整額（セグメント内） △６，１８３ △６，３１４調整額（セグメント内） ６， ８３ ６，３

営 業 収 益 ８６，０９７ ８７，６６９ １，５７２ １．８

営 業 利 益 １１，８９６ １２，３７４ ４７８ ４．０

減 価 償 却 費 １１，８５７ １１，８５７ ０ ０．０

有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額
１２，２９０ １２，６０３ ３１３ ２．６
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鉄道旅客収入と輸送人員表

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

全 線 2013年3月期 2014年3月期 増減率

（単位：百万円 ・千人・％）
鉄道旅客収入と輸送人員表

旅
客
収
入

定 期 外 ３０，１１４ ３０，９３３ ２．７

定 期 ２２，３９８ ２２，５９９ ０．９

合 計 ５２，５１３ ５３，５３２ １．９

輸
送
人
員

定 期 外 ８７，１８２ ８８，８３４ １．９

定 期 １３７，９４７ １４０，０２８ １．５

合 計 ２２５，１２９ ２２８，８６２ １．７員合 計 ２２５，１２９ ２２８，８６２ １．７

空港線 2013年3月期 2014年3月期 増減率

（単位：百万円 ・千人・％）

旅
客
収
入

定 期 外 ４，０００ ４，４５０ １１．２

定 期 １，１１６ １，１４６ ２．７

合 計 ５ １１６ ５ ５９６ ９ ４入合 計 ５，１１６ ５，５９６ ９．４

輸
送
人
員

定 期 外 ４，８７７ ５，５４４ １３．７

定 期 ３，５２５ ３，６５５ ３．７

合 計 ８ ０２ ９ １９９ ９
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４）不動産業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率 増減理由

（単位：百万円・％）
４）不動産業の実績 （増収増益）

不 動 産 賃 貸 業 １８，３３３ １７，８６１ △４７２ △２．６
●不動産販売業

分譲マンションの販売増加による増収

●主な利益内訳●主な利益内訳

不動産賃貸業 7,131（△270）

不動産販売業 △1,358（＋326）

不 動 産 販 売 業 ７，０８１ １０，２４２ ３，１６０ ４４．６

調整額（セグメント内） △３９２ △１，０５６

営 業 収 益 ２５，０２３ ２７，０４６ ２，０２３ ８．１

営 業 利 益 ５，７１５ ５，７８８ ７２ １．３

減 価 償 却 費 ４ ２０６ ４ ２７２ ６６ １ ６減 価 償 却 費 ４，２０６ ４，２７２ ６６ １．６

有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額
４，３０３ ３，７０９ △５９３ △１３．８
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５）流通業の実績 （増収減益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率 増減理由

５）流通業の実績 （増収減益）
（単位：百万円・％）

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー

の経営
９，７２３ ９，５７５ △１４８ △１．５

●ショッピングセンターの経営

なんばパークスのリニューアル効果が
一巡したこと等による減収

駅 ビ ジ ネ ス 事 業 １４ ５３７ １６ ２５０ １ ７１３ １１ ８
●駅ビジネス事業

駅ナカ商業施設「ｅｋｉｍｏ天王寺」

「ｅｋｉｍｏなんば」開業による増収

駅 ビ ジ ネ ス 事 業 １４，５３７ １６，２５０ １，７１３ １１．８

そ の 他 ３，１６３ ３，４０８ ２４５ ７．８

調整額（セグメント内） △１ ４４５ △１ ５６１調整額（セグメント内） △１，４４５ △１，５６１

営 業 収 益 ２５，９７８ ２７，６７２ １，６９３ ６．５

営 業 利 益 ２，７９５ ２，４７４ △３２１ △１１．５

減 価 償 却 費 ３，２５０ ３，３２４ ７３ ２．３

有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額
２，６７１ １，９６４ △７０７ △２６．５
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６）レジ サ ビス業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率 増減理由

遊 園 事 業 １ ０１６ ９９５ △２０ △２ ０ ●ホテル・旅館業

６）レジャー・サービス業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

遊 園 事 業 １，０１６ ９９５ △２０ △２．０ ●ホテル・旅館業

宿泊者数の増加による増収

●ボートレース施設賃貸業

「ボ トパ ク住之江」開業による舟券

旅 行 業 １，９０６ １，９８３ ７６ ４．０

ホ テ ル ・ 旅 館 業 １，１３５ １，２８４ １４９ １３．２

「ボートパーク住之江」開業による舟券
売上の増加による増収

●ビル管理メンテナンス業

設備工事の増加による増収

ボートレース施設賃貸業 ４，７０５ ４，９６５ ２６０ ５．５

ﾋ ﾞ ﾙ 管 理 ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 業 １９，８２９ ２０，５５２ ７２２ ３．６

印 刷 業 ８２４ ８４０ １５ １．９
設備工事の増加による増収

広 告 代 理 業 １，２１９ １，３０１ ８２ ６．７

そ の 他 ５，３８５ ５，３９１ ６ ０．１

調 整 額 （ セ グ メ ン ト 内 ） △２，０８２ △２，１６０

営 業 収 益 ３３，９４０ ３５，１５５ １，２１５ ３．６

営 業 利 益 ９６２ １，４５０ ４８８ ５０．８

減 価 償 却 費 １，４６８ １，４６５ △３ △０．２減 価 償 却 費 １，４６８ １，４６５ △３ △０．２

有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額
２，２７６ １，３８７ △８８９ △３９．１
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７）建設業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率 増減理由

●建設業

７）建設業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

建 設 業 ３９，３２６ ４３，８９４ ４，５６７ １１．６
●建設業

完成工事高の増加による増収

調整額（セグメント内） △４５ △５４

営 業 収 益 ３９，２８０ ４３，８３９ ４，５５８ １１．６

営 業 利 益 ８７５ ９１２ ３７ ４．３

減 価 償 却 費 １６６ １６４ △１ △１．１

有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額
１３９ ８５ △５３ △３８．６
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８）その他の事業の実績 （減収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（（２０１４年２０１４年３月期）３月期）

2013年3月期 2014年3月期 増減額 増減率 増減理由

●その他業

８）その他の事業の実績 （減収増益）
（単位：百万円・％）

そ の 他 １，８０５ １，７４９ △５５ △３．１
●その他業

本社移転に伴うシステム構築収入の反
動減

調整額（セグメント内） △３ △３

営 業 収 益 １，８０１ １，７４６ △５５ △３．１

営 業 利 益 １３１ １３１ ０ ０．３

減 価 償 却 費 ６ ６ ０ △７．８

有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額
９ ６ △２ △２７．３
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３．３．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想
３ ２０１５年３月期の業績予想３．２０１５年３月期の業績予想

17



）業績 イ イ

３．２０１５年３．２０１５年３月期の業績予想３月期の業績予想

１）業績ハイライト
（単位：百万円）

2014年3月期 2015年3月期

増減理由増減理由
実績(Ａ)

修正予想

(B)※１
差異(A-B) 予 想(C) 差異(C-A)

営 業 収 益 １９７，４９５ １９６，０００ １，４９５ ２０２，０００ ４，５０４
●営業収益

流通業における駅ナカ商業流通業における駅ナカ商業
施設開業による増収ほか

●営業利益

増収に伴う増益に加え、修

営 業 利 益 ２３，０６２ ２２，０００ １，０６２ ２３，３００ ２３７

経 常 利 益 １６，８９９ １５，７００ １，１９９ １７，３００ ４００
増収に伴う増益に加え、修
繕費等費用減少による増益

●投資額

大阪府タウン管理財団所有

当 期 純 利 益 ９，６１５ ９，２００ ４１５ １０，３００ ６８４

投 資 額 １９，７５８ ２５，５００ △５，７４１ ３２，６００ １２，８４１
大阪府タウン管理財団所有
の泉ヶ丘駅前地区の物件取
得や賃貸ビル耐震工事等に
よる増加

減 価 償 却 費 ２０，５４０ ２０，６００ △５９ ２１，１００ ５５９

Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ※ ２ ４３，６０２ ４２，６００ １，００２ ４４，４００ ７９７

有 利 子 負 債 残 高 ４５２，７６６ ４５７，４００ △４，６３３ ４４５，７００ △７，０６６

有 利 子 負 債 残 高

／ Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ 倍 率
１０．４倍 １０．７倍 １０．０倍
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※１ 修正予想（B）は2013年10月31日時点の数値
※２ ＥＢＩＴＤＡ＝ 営業利益＋減価償却費



２）セグメント別営業収益

３．２０１５年３．２０１５年３月期の業績予想３月期の業績予想

２）セグメント別営業収益
2014年3月期 2015年3月期

増減理由実績 修正予想 差異 予 想 差異

（単位：百万円）

(Ａ) (B)※１ (A-B) (C) (C-Ａ)

運 輸 業 ８７，６６９ ８６，８００ ８６９ ８６，９００ △７６９
●運輸業

消費税増税に伴う先買い需要の反動減

●不動産業

不動産販売業における分譲マンションの
販売増加による増収

●流通業

不 動 産 業 ２７，０４６ ２６，７００ ３４６ ２７，７００ ６５３

流 通 業 ２７，６７２ ２７，２００ ４７２ ３０，４００ ２，７２７

●流通業

駅ビジネス事業における駅ナカ商業施設
「ｅｋｉｍｏ梅田」、「N.KLASS三国ヶ丘」の
開業や泉ヶ丘駅前地区の物件取得によ
る増収

レ ジ ャ ー ・
サ ー ビ ス 業

３５，１５５ ３４，５００ ６５５ ３６，０００ ８４４

建 設 業 ４３，８３９ ４３，０００ ８３９ ４１，７００ △２，１３９

●レジャー・サービス業

ビル管理メンテナンス業における株式会
社クラカタ商事の株式取得による増収

そ の 他

の 事 業
１，７４６ １，５００ ２４６ １，７００ △４６

整 額 △
●建設業

完成工事高の減少による減収

調 整 額 △２５，６３５ △２３，７００ △２２，４００

合 計 １９７，４９５ １９６，０００ １，４９５ ２０２，０００ ４，５０４
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３）セグメント別営業利益

３．２０１５年３．２０１５年３月期の業績予想３月期の業績予想

３）セグメント別営業利益
2014年3月期 2015年3月期

増減理由実績 修正予想 差異 予 想 差異

（単位：百万円）

(Ａ) (B)※１ (A-B) (C) (C-Ａ)

運 輸 業 １２，３７４ １１，４００ ９７４ １２，４００ ２５
●運輸業

鉄道事業における修繕費等費用減少に
よる増益

●不動産業

不動産販売業における増収及びたな卸
資産評価損の計上額減少による増益

不 動 産 業 ５，７８８ ６，４００ △６１１ ５，９００ １１１

流 通 業 ２，４７４ ２，３００ １７４ ２，８００ ３２５

●流通業

泉ヶ丘駅前地区の物件取得に伴う増収
による増益

レ ジ ャ ー ・
サ ー ビ ス 業

１，４５０ １，４００ ５０ １，６００ １４９

建 設 業 ９１２ ７００ ２１２ ６００ △３１２
●レジャー・サービス業

ビル管理メンテナンス業における株式会
社クラカタ商事の株式取得に伴う増収に
よる増益

そ の 他

の 事 業
１３１ １００ ３１ １００ △３１

整 額
●建設業

減収による減益

調 整 額 ２３，１３１ △３００ △１００

合 計 ２３，０６２ ２２，０００ １，０６２ ２３，３００ ２３７
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３．２０１５年３．２０１５年３月期の業績予想３月期の業績予想

４）運輸業

全 線
2013年3月期

実績

対前年

増減率

2014年3月期

実績

対前年

増減率

2015年3月期

予想

対前年

増減率

４）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表 （単位：百万円・千人 ・ ％）

実績 増減率 実績 増減率 予想 増減率

旅

客

収

入

定 期 外 ３０，１１４ ３．７ ３０，９３３ ２．７ ３１，０４２ ０．４

定 期 ２２，３９８ △０．７ ２２，５９９ ０．９ ２２，０２９ △２．５

合 計 ５２，５１３ １．８ ５３，５３２ １．９ ５３，０７１ △０．９

輸

送

人

員

定 期 外 ８７，１８２ ２．０ ８８，８３４ １．９ ８８，２３２ △０．７

定 期 １３７，９４７ △０．１ １４０，０２８ １．５ １３６，７３６ △２．４

合 計 ２２５，１２９ ０．７ ２２８，８６２ １．７ ２２４，９６８ △１．７

空港線
2013年3月期

実績

対前年

増減率

2014年3月期

実績

対前年

増減率

2015年3月期

予想

対前年

増減率

（単位：百万円・千人 ・ ％）

空港線
実績 増減率 実績 増減率 予想 増減率

旅

客

収

入

定 期 外 ４，０００ ２４．４ ４，４５０ １１．２ ４，８５６ ９．１

定 期 １，１１６ ２．８ １，１４６ ２．７ １，１４０ △０．６

合 計 ５ １１６ １９ ０ ５ ５９６ ９ ４ ５ ９９６ ７ １入合 計 ５，１１６ １９．０ ５，５９６ ９．４ ５，９９６ ７．１

輸

送

人

員

定 期 外 ４，８７７ ２７．４ ５，５４４ １３．７ ６，０４４ ９．０

定 期 ３，５２５ ３．３ ３，６５５ ３．７ ３，６２８ △０．７

合 計 ８ ４０２ １６ ０ ９ １９９ ９ ５ ９ ６７２ ５ １
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員合 計 ８，４０２ １６．０ ９，１９９ ９．５ ９，６７２ ５．１



１ ２０１２年３月期 決算の概要４．中期経営計画「凜進１３０計画」１．２０１２年３月期 決算の概要
の進捗状況
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４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

「凜進１３０計画」の基本方針と数値目標（2011年度～2014年度）

基本方針基本方針

① 観光・インバウンドビジネスの推進

② 不動産・流通事業の拡大② 不動産・流通事業の拡大

③ 新たな事業領域への進出

④ なんばのまちづくり推進④ なんばのまちづくり推進

⑤ グループ経営基盤の強化

①連結営業収益 ２，３００億円 以上
数値目標（最終年度２０１５年３月期）

②連結経常利益 １３０億円 以上

③連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 １０倍台
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※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光 インバウンドビジネ の推進（ ／３）①観光・インバウンドビジネスの推進（１／３）

◇旅客需要の取込み

定期は沿線就業人口減少等による下落が続く。一方、定期外はＬＣＣ就航による
空港線の旅客増や既設線でも沿線観光地への旅客誘致等で堅調に推移
定期は沿線就業人口減少等による下落が続く。一方、定期外はＬＣＣ就航による
空港線の旅客増や既設線でも沿線観光地への旅客誘致等で堅調に推移

◆関西国際空港における収益力強化
○鉄道アクセスきっぷの豊富なラインナップによる空港線の利用促進
○関空リムジンバスの収益力強化（24時間空港対応 早朝深夜便時間帯拡大等）○関空リムジン スの収益力強化（24時間空港対応 早朝深夜便時間帯拡大等）

20.0%

25.0%

120

160
関空における国際線ＬＣＣ便数の推移便/週

15.0%

20.0%

400
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鉄道事業 空港線（定期外）収入の推移百万円
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便数 割合
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0
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2013 2014
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新関西国際空港㈱の運航計画(2014/3/26発表)より当社作成
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前期 当期 対前年比



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光 インバウンドビジネ の推進（ ／３）①観光・インバウンドビジネスの推進（２／３）

◆鉄道事業の収益力強化
○高野山等沿線観光地への旅客誘致強化
○和歌山大学前駅にイオンモール開業(2014年3月）

駅直結、鉄道・バス利用促進
「ﾗﾋﾟｰﾄ ﾈｵ･ｼﾞｵﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ」

©創通・サンライズ

○空港線開業２０周年。人気アニメ「ガンダム」×空港特急「ラピート」を期間限定運行
（2014年4月～6月）

600 600

億円
鉄道旅客収入推移

億円
定期・定期外収入推移

523 516 525 535 53119.0%
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400
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４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光 イ バウ ドビジネ 推進（ ）①観光・インバウンドビジネスの推進（３／３）
海外からのお客さまを受け入れる基盤整備、高野山開創１２００年に向けた誘客強化海外からのお客さまを受け入れる基盤整備、高野山開創１２００年に向けた誘客強化

◆訪日インバウンド旅客の受入基盤拡充・販売強化
○関西初、海外のお客さまを対象に鉄道乗車券の

インターネット販売を開始（2014年2月）
○主要駅へＷｉ‐Ｆｉ環境整備、なんば周辺コインロッカー増設
○旅客案内情報の多言語表記拡大

◆高野山開創１２００年（2015年）に向けた旅客誘致の強化
関西空港駅案内看板

◆高野山開創１２００年（2015年）に向けた旅客誘致の強化
○高野山駅（登録有形文化財）・極楽橋駅の美装化推進
○首都圏等、沿線外での誘客キャンペーンを実施
○フランスやタイ等、海外でのＰＲ活動強化

◆沿線観光利用の促進

○ ラン やタイ等、海外 活動強化
○金剛峯寺や地元自治体、ＪＲ西日本等とのタイアップ
○「天空」運行開始５周年記念イベントを開催（2014年夏） 高野山駅

◆沿線観光利用の促進
○「あべのハルカス」グランドオープンにあわせて

低床式車両「堺トラム」が天王寺駅前へ乗入れ開始
（2014年3月）（阪堺電気軌道㈱）
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（2014年3月）（阪堺電気軌道㈱）
あべのハルカスをバック
に走行する「堺トラム」



②不動産 流通事業の拡大（ ／ ）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

②不動産・流通事業の拡大（１／５）

◇マンション分譲事業の拡大

主な分譲マンション ※他社との共同事業物件

販売中物件は順調に推移。今後は市況をみながら好立地案件を対象に事業推進販売中物件は順調に推移。今後は市況をみながら好立地案件を対象に事業推進

名称 所在地 戸数 竣工

ヴェリテ永和駅前 東大阪市 ６９戸 2013年8月

ヴェリテ帝塚山万代 大阪市住吉区 ４４戸 2013年12月

ヴェリテ山本駅前テラス 八尾市 ８６戸 2014年7月（予定）

ブランズ・ヴェリテ堺七道※ 堺市堺区 ２０２戸 2015年3月（予定）

ヴェリテ洛西口 京都府向日市 ７２戸 2015年3月（予定）

ヴェリテ洛西口駅前 京都府向日市 ４０戸 2015年7月（予定）

63

マンション分譲事業売上の推移
億円
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27ヴェリテ洛西口駅前（イメージ）
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②不動産 流通事業の拡大（ ／ ）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

②不動産・流通事業の拡大（２／５）

◇なんばエリア既存賃貸施設のブラッシュアップ

◆フレイザーレジデンス南海大阪の収益力向上
中長期滞在も可能な「レジデンシ ルホテル として 010年10月に開業

既存物件の稼働率や賃料単価向上により、保有物件の収益性を高める既存物件の稼働率や賃料単価向上により、保有物件の収益性を高める

中長期滞在も可能な「レジデンシャルホテル」として2010年10月に開業。
外国人観光客を中心に順調に推移。さらなる収益向上を図る
○外国人観光客のニーズに応え、受入体制強化（ソファーベッド導入等）
○台湾 香港等 現地への営業活動強化○台湾・香港等、現地への営業活動強化

60000

80000
宿泊人数の推移（人） ﾌﾚｲｻﾞｰﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ

南海大阪室内

0

20000

40000

◆パークスタワーの競争力強化
南海難波駅に隣接した地上３０階のオフィスビル 梅田・天王寺等で

ﾌﾚｲｻﾞｰﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ南海大阪
0

2011/3月期

※６ヶ月分

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期
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南海難波駅に隣接した地上３０階のオフィスビル。梅田・天王寺等で
大型オフィスビル開業が進むなか、競争力強化のためＢＣＰ対策を推進 ﾊﾟｰｸｽﾀﾜｰ



②不動産 流通事業の拡大（３／ ）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

②不動産・流通事業の拡大（３／５）

◇既存商業施設のブラッシュアップ

梅田（キタ）・天王寺（アベノ）の相次ぐ商業施設開業が進むなか、地域が連携した
エリアプロモーション、定期的な店舗リニューアルを実施し、ミナミエリア全体で集客力
を高めるとともに 集客が見込める沿線施設の収益力向上を目指す

梅田（キタ）・天王寺（アベノ）の相次ぐ商業施設開業が進むなか、地域が連携した
エリアプロモーション、定期的な店舗リニューアルを実施し、ミナミエリア全体で集客力
を高めるとともに 集客が見込める沿線施設の収益力向上を目指す

○ミナミエリアの商業施設による共同キャンペーン「みんなdeミナミ」（2014年3月）

◆なんば商業施設の収益力向上

を高めるとともに、集客が見込める沿線施設の収益力向上を目指すを高めるとともに、集客が見込める沿線施設の収益力向上を目指す

○ミナミ リアの商業施設による共同キャン ン みんな ミナミ」（ 年 月）
○店舗入替えやリニューアルの実施（なんばパークス、なんばＣＩＴＹ）
○共通ポイントカード「ＰＡＲＫＳ・ＣＩＴＹ ＣＡＲＤ」を活用した販売促進強化

◆沿線商業施設のリニューアル◆沿線商業施設のリニューアル

三国ヶ丘駅に駅ナカ「N.KLASS（ｴﾇｸﾗｽ）三国ヶ丘」開業（2014年5月）
【施設概要】
店舗面積：１ ３３５㎡店舗面積：１，３３５㎡
店舗数：１２店舗 ※先行オープン時（4/26）は８店舗
乗降客数：南海三国ヶ丘駅 約４万人／日

29
N.KLASS三国ヶ丘建物外観と屋上公園



②不動産 流通事業の拡大（４／５）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◇収益基盤の拡充

②不動産・流通事業の拡大（４／５）

◆駅ビジネス事業の沿線外展開
御堂筋線梅田駅に「駅ナカ」商業施設「ｅｋｉｍｏ梅田」開業（2014年4月）

沿線で培ってきた駅ビジネスのノウハウを活かし、沿線外へ積極展開沿線で培ってきた駅ビジネスのノウハウを活かし、沿線外へ積極展開

【ｅｋｉｍｏ梅田 施設概要】
店舗面積：５７２㎡

御堂筋線梅田駅に「駅ナカ」商業施設「ｅｋｉｍｏ梅田」開業（2014年4月）
２０１３年に開業した御堂筋線天王寺駅・なんば駅に続き開業

店舗面積
店舗数：１４店舗（ｺﾝﾋﾞﾆ「ｱﾝｽﾘｰ」他）
年間売上目標：１４億円
共同事業者：東急不動産株式会社
乗降客数 大阪市営地下鉄梅田駅 約４２万人／日乗降客数：大阪市営地下鉄梅田駅 約４２万人／日

ｅｋｉｍｏ梅田 ｅｋｉｍｏなんば ｅｋｉｍｏ天王寺

ｅｋｉｍｏ店舗概要

ｅｋｉｍｏ梅田

開業 2014年4月 2013年10月 2013年4月

店舗面積 ５７２㎡ １，０４７㎡ ６１４㎡

店舗数 １４店舗 １９店舗 １１店舗
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店舗数 店舗 ９店舗 店舗

年間売上目標 １４億円 １９億円 １３億円



②不動産 流通事業の拡大（５／５）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◇収益基盤の拡充

②不動産・流通事業の拡大（５／５）

泉北ニュータウンエリアへの進出による収益確保及び沿線地域の活性化を図る泉北ニュータウンエリアへの進出による収益確保及び沿線地域の活性化を図る

◆泉ヶ丘駅前地区（駅南エリア）活性化事業
泉北高速鉄道泉ヶ丘駅前の商業施設及び駐車場

【概要】
取得日：２０１４年７月末（予定）

泉北高速鉄道泉ヶ丘駅前の商業施設及び駐車場
施設の取得に向け、基本協定を締結（2014年3月）

取得先：一般財団法人大阪府タウン管理財団
買収価格：４５億円
営業収益：約１４億円（2013年3月期）
乗降客数：泉北高速鉄道泉ヶ丘駅 約４万人／日

南専門店街ビル
乗降客数：泉北高速鉄道泉ヶ丘駅 約４万人／日

南専門店街ビル

（商業施設）

（土地）敷地面積：約１２千㎡

（建物）延床面積：約９千㎡

物件概要

（商業施設） （建物）延床面積：約９千㎡

センタービル

（商業施設・一部オフィス）

（土地）敷地面積：約８千㎡

（建物）延床面積：約１０千㎡

駐車場ビル （土地）敷地面積：約３４千㎡

31

駐車場ビル

※敷地は一部ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙに含む

（土地）敷地面積：約３４千㎡

（建物）延床面積：約３４千㎡
センタービル



③新たな事業領域 の進出（ ／ ）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

③新たな事業領域への進出（１／１）

◇現行事業の周辺事業、新規事業や公共関連ビジネスへの展開

◆ビル管理会社のＭ＆Ａ
○㈱クラカタ商事の株式 ００％取得（ 01 年 月 南海ビルサ ビス㈱）

収益性、シナジー効果、投資負担のバランスを勘案し、収益拡大を目指す収益性、シナジー効果、投資負担のバランスを勘案し、収益拡大を目指す

○㈱クラカタ商事の株式１００％取得（2014年2月、南海ビルサービス㈱）
首都圏事業の安定収益基盤の強化を図る

商号 株式会社クラカタ商事

事業内容 ビル管理業（清掃管理業務等）

売上高／資本金 ９０１百万円（2013年3月期）／４５百万円

設立 １９７６年１０月設立 ９ ６年 ０月

株式取得年月 対象企業 事業内容 売上規模

Ｍ＆Ａ実績（2014年3月期）

２０１３年６月 ㈱日本エコプランニングサービス エコツアー企画・運営他 約６千万円

２０１３年１０月 ㈱京阪電気商会 総合電気設備事業 約８億円

２０１４年２月 ㈱クラカタ商事 ビル管理業 約９億円
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４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

④なんばのまちづくり推進（ ／ ）

◇なんばＥＫＩＫＡＮプロジェクト

④なんばのまちづくり推進（１／２）

◆南海難波駅～今宮戎駅間高架下開発計画
新たな商業施設「なんば プ ジ クト※ 開業（ 01 年 月）

多彩な魅力が集まるなんばの南端エリアまで、ミナミ全体を活性化多彩な魅力が集まるなんばの南端エリアまで、ミナミ全体を活性化

新たな商業施設「なんばＥＫＩＫＡＮプロジェクト※」開業（2014年4月）

【プロジェクト概要 第１期】
店舗面積：８９５㎡

※「エキナカ」、「エキマエ」ではなく、

南海難波駅と今宮戎駅との「エキカン」
独創的 趣味性 高 店舗を集積店舗数：３店舗（自転車専門店、DIY専門店、炭火焼レストラン）

今後の計画：第２期開業（２０１５年春予定）

に、独創的で趣味性の高い店舗を集積
し、難波駅の南側に新たな「まち」を創
造するプロジェクト

なんばＥＫＩＫＡＮ全景
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鉄道高架下 なんばＥＫＩＫＡＮ全景 ＤＩＹ専門店内



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況
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地下鉄堺筋線

恵美須町駅

近鉄日本橋駅

Ｎ

【なんばエリアマップ】

東心斎橋

道

頓

堀

宗
右
衛
門
町 法

善
寺
横

ビックカメラ

なんばオリエンタル
ホテル

なんばグランド花月

なんばパークス南海難波駅近
鉄

南海なんば第１ビル
大阪府立大学

なんばEKIKANﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

Zepp Namba(OSAKA)
（2012年4月開業）

パークスタワー戎橋心 斎 橋 筋 商 店 街

なんば
横
丁

地下鉄御堂筋線

心斎橋駅

大丸

ＯＰＡ

なんば
マルイ

御 堂 筋
地下鉄御堂筋線

地な

髙島屋

LABI１なんば
（ヤマダ電機）

フレイザーレジデンス
南海大阪

スイスホテル
南海大阪

なんば出口

地下鉄御堂筋線

鉄
奈
良
線

クボタ本社

木津市場

大阪府立大学
（2013年4月開業）

西心斎橋

日航ホテル
ＯＰＡ

道

頓

堀

川

なんば駅
地
下
鉄
千
日
前
線

な
ん
ば
駅

近
鉄
・
阪
神

大
阪
難
波
駅

大阪府立体育会館

大国町駅

なんば出口

新南海会館

地下鉄四つ橋線

地下鉄四つ橋線

四ツ橋駅

なんばHatch

地下鉄四つ橋線

なんば駅四ツ橋入口

湊町出入口

パークス
タワー

スイスホテル

新南海会館

Zepp Namba(OSAKA)

南海なんば第１ビル
（南海電鉄本社・大阪府立大学）

地下鉄四つ橋線

南 堀 江

大阪シティエアターミナル（OCAT）

ＪＲ難波駅

なんばHatch

湊 町

湊町出口

髙島屋

Zepp Namba(OSAKA)

34

34



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

④なんばのまちづくり推進（ ／ ）

◇南海会館ビル建替計画

④なんばのまちづくり推進（２／２）

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

○建替スケジュール

インフラ設備の移転改修工事が完了。ビル内装の解体工事に着手、進行中インフラ設備の移転改修工事が完了。ビル内装の解体工事に着手、進行中

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

現会館ビル解体

インフラ設備改修・解体準備等

現会館 ル解体

本体工事本体設計

現在 ◆施設構成イメージ

階数 地上２９階 地下２階

高さ １５４ｍ

○建築概要

施設構成

オフィス
（約５７，０００㎡）

メディカルセンター

建物用途 事務所、店舗、ﾎｰﾙ･ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、医療施設

延床面積 約７８，０００㎡

総事業費 約４００億円

メディカルセンタ
（約１，５００㎡）

ホール・カンファレンス
（約２，５００㎡）

商業・ツーリストサロン

35
竣工予定 ２０１９年春

金融サービス
（約１４，０００㎡）

※その他、設備関係３，０００㎡



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

２０１４年

◆主な取組み

２００３年
▼

２００９年
▼

２０１９年
▼▼

都市機能の充実による国際化対応と周辺地域、

なんばエリアの新たな価値創造

▼ ▼ ▼

施設との相乗効果を図り、「なんば」の価値向上を目指す

なんばパークスパークスタワー
南海ビル外壁美装化

フレイザーレジ
デンス南海大阪

南海なんば第１ビル

２００３年 ９月 パークスタワー開業
新南海会館イメージ

（建替推進中）年 月 開業
２００３年１０月 なんばパークス第１期開業
２００７年 ４月 なんばパークス全館グランドオープン
２００９年 ９月 南海ビル外壁美装化工事完成
２００９年１０月 なんばガレリア誕生
２０１０年１０月 サービスアパートメント「フレイザーレジデンス南海大阪」開業

なんばガレリア

２０１０年１０月 サ ビスアパ トメント「フレイザ レジデンス南海大阪」開業
２０１１年 ４月 なんばＣＩＴＹ再生リニューアルグランドオープン
２０１１年 ７月 南海会館ビル建替え先行工事着手
２０１２年 ４月 Ｚｅｐｐ Ｎａｍｂａ(OSAKA)開業
２０１３年 ２月 南海なんば第１ビル完成・本社移転
２０１３年 ４月 大阪府立大学の新拠点 Ｉ i （ｱｲｻｲﾄ）なんば開業

Zepp Namba(OSAKA)
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２０１３年 ４月 大阪府立大学の新拠点 Ｉ-site（ｱｲｻｲﾄ）なんば開業
２０１４年 ４月 なんばＥＫＩＫＡＮプロジェクト 第１期開業 なんばEKIKANプロジェクト



⑤グ プ経営基盤の強化（ ／ ）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

⑤グループ経営基盤の強化（１／２）

◇「安全・安心の追求」「サービスの向上」

◆連続立体交差事業の推進

輸送の安全の維持・向上を目的に、省エネ車両計２０両の新造や難波駅耐震補強工事、
高野線への新型ＡＴＳ導入など安全対策への投資を推進
輸送の安全の維持・向上を目的に、省エネ車両計２０両の新造や難波駅耐震補強工事、
高野線への新型ＡＴＳ導入など安全対策への投資を推進

◆駅バリアフリー化整備工事の推進

◆連続立体交差事業の推進
輸送の安全性向上と踏切における事故の抜本対策として、
南海線（堺市内、高石市内、泉大津市内）の立体交差化を推進

◆駅バリアフリー化整備工事の推進
２０１３年度は、羽倉崎駅、樽井駅でバリアフリー化工事を完了
２０１４年度は、二色浜駅で推進中

◆鉄道事業における安全投資 泉大津連立◆鉄道事業における安全投資
必要な安全対策を計画的に実施。設備の充実や更新などに２０１３年度は
６１億円を投資、２０１４年度計画は７３億円

【2014年度計画の主な工事】

泉大津連立

67 65 61 73

鉄道事業における安全投資額

億円【2014年度計画の主な工事】
・車両の新造及び更新
・駅耐震補強工事（難波駅他）
・新型ＡＴＳ導入

67 65 61 73 

20 

40 

60 

80 
億円
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新型ＡＴＳ導入
0 

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期計画



⑤グ プ経営基盤の強化（ ／ ）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

⑤グループ経営基盤の強化（２／２）

◇増収に向けた取組み

現行事業のブラッシュアップに加え、新たな事業領域を
広げることで収益源の確保を目指す
現行事業のブラッシュアップに加え、新たな事業領域を
広げることで収益源の確保を目指す

◆駐車場ビジネスの拡充
鉄道駅周辺における駐車場需要拡大を背景に、
沿線商業施設駐車場や駅直結駐車場など個々に

岸和田駅駐車場

運営戦略を見直し収益力向上を図る
実績：堺駅商業施設ＰＬＡＴＰＬＡＴ駐車場

岸和田駅駐車場
浅香山駅前遊休地 月極駐車場化 ほか浅香山駅前遊休地の月極駐車場化 ほか

◆バス整備業務受託
大阪市交通局の守口営業所・井高野営業所の

加太の風景

バス整備業務を受託（南海車両工業㈱）

◆沿線活性化プロジェクト
観光情報サイトの開設など加太エリア（和歌山市）
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観光情報サイトの開設など加太エリア（和歌山市）
の観光誘致促進 加太エリア観光情報サイト



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◆中期経営計画の進捗状況（１／２）

連結営業収益 連結経常利益

M&A・成長戦略の進捗遅れ他に
より計画には未達

収益性の向上、コスト削減、支払利息
の減少により 計画を上回る実績より計画には未達 の減少により、計画を上回る実績

2,333
2,500

169
173

170

億円 億円

1,819 1,844

1,975 2,020
1,959

2,082
2,162

2,000

155

127

138

130

150

170

1 000

1,500 111 111
107

90

110

500

1,000

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期

50

70

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期

実績(予想)

当初計画
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2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期 2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期
当初計画



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◆中期経営計画の進捗状況（２／２）

連結有利子負債残高 連結有利子負債・EBITDA倍率

成長戦略投資の未実施、営業キャッシュ 連結有利子負債残高の減少により改善
フローの増加により減少

5 140
5,268

5 169

5,500
12.1 12.1

12.5

倍億円

4,803
4,697

4,528
4,457

4,996
5,140 5,169

4,500

5,000 11.9

11.1

11.6

11.0

11.5

12.0

4,000 10.4

10.0

10.8

10.0

10.5

11.0

3,000

3,500

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期

9.0

9.5

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期
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実績(予想) 当初計画 実績(予想) 当初計画



ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先

南海電気鉄道株式会社南海電気鉄道株式会社
〒556-8503 大阪市浪速区敷津東2-1-41
経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）
ＴＥＬ：06-6644-7105 ＦＡＸ：06-6644-7108
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/p // jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離する場合がありますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。
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